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Ⅰ 「主要プロジェクト推進プラン」の策定方針 

１ テーマの設定

   「主要プロジェクト推進プラン」（以下「推進プラン」という。）は、「将来ビジョン」

に位置づけた施策を具体化し、着実に推進するため策定するものである。 

   平成 28 年度は、「将来ビジョン」における重点的施策の方向性のうち「東三河の魅

力の創造・発信」を基軸として平成 24 年度に策定した主要プロジェクト推進プラン「広

域観光の推進」（以下「24 プラン」という。）の検証を踏まえ、取組の更なる重点化の

観点から「新東名インパクトを活かした地域振興～広域観光の新展開～」をテーマに

設定した。 

２ 位置付け

   県、市町村、東三河広域連合、経済関係団体、観光関係団体、大学、民間事業者、

ＮＰＯ等が連携・協働して展開する実施計画 

３ 策定主体

   東三河ビジョン協議会 

   （県、東三河の８市町村、東三河広域連合、経済関係団体、大学等で構成） 

４ 計画期間

   平成 29 年度から平成 31 年度までの３年間 
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Ⅱ 東三河の観光の現状と課題 

１ 東三河の観光の現状

（１）全体像

〇 東三河地域では、「将来ビジョン」に基づき平成 25 年度から平成 27 年度までを計画
期間とする「24プラン」を策定し、各取組主体が連携して取組を進めてきた。
〇 東三河は、観光資源や豊かな食材など多様な魅力に恵まれている。（表１）しかし、全

国や海外での知名度が高いとは言えず、観光地としての認知度は不足している。

〇 24プランでは、こうした観光資源の活用を図りながら、イベントやスポーツ大会の開
催、施設整備等、様々な取組を行い、着実に成果を積み重ねてきた。（表２）

〇 その結果、東三河を訪れる観光客は 2,316万人、宿泊者数は 199万人を超え、24プラ
ンで設定した目標を概ね達成することができた。

〇 平成 28 年 2 月には新東名高速道路（以下「新東名」という。）愛知県区間が開通し、
さらなる観光客の増加が期待される。

 「平成 27年 愛知県観光レクリエーション利用者統計」より利用者数 10万人以上の施設を抜粋。
 東三河 134地点中の 36地点（県全体では 581地点）

市町村 観光地点等名
利用者数
（千人）

新城市 鳳来寺山 258
蒲郡市 竹島園地 405
蒲郡市 三ヶ根山スカイライン 133
豊根村 茶臼山高原 138

1,268
豊橋市 豊橋総合動植物公園 735
豊橋市 豊橋市美術博物館 161
豊川市 豊川稲荷 5,000
豊川市 砥鹿神社 403
蒲郡市 竹島水族館 320
蒲郡市 蒲郡オレンジパーク 621
蒲郡市 ガン封じ寺無量寺 281
蒲郡市 大塚海浜緑地 226

8,272
豊川市 本宮の湯 331
新城市 鳳来ゆーゆーありいな 156
蒲郡市 三谷温泉 320
蒲郡市 蒲郡温泉 291
蒲郡市 西浦温泉 267

1,615
豊川市 赤塚山公園（ぎょぎょランド） 425
豊川市 東三河ふるさと公園 300
田原市 サンテパルクたはら 505
新城市 愛知県民の森 452
新城市 東海自然歩道 240
蒲郡市 ラグーナテンボス 3,110

5,724
田原市 めっくんはうす 642
田原市 あかばねロコステーション 338
田原市 伊良湖クリスタルポルト 489

2,090
田原市 蔵王山展望台 154
新城市 つくで手作り村 118
新城市 もっくる新城 1,132

1,539
豊橋市 花しょうぶまつり(賀茂しょうぶ園) 200
豊橋市 豊橋祇園祭（吉田神社） 110
豊橋市 豊橋まつり 620
豊川市 豊川市民まつり 270
田原市 菜の花まつり 136
蒲郡市 蒲郡まつり 220
豊根村 芝桜まつり 229

2,650

23,158

観
光
地
点

行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト

観光地点等分類

総　　　　　計

その他　計

行祭事・イベント

行祭事・イベント　計

温泉・健康　計

スポーツ・
レクリェーション

スポーツ・レクリェーション　計

都市型観光

都市型観光　計

その他

自然

自然　計

歴史・文化

歴史・文化　計

温泉・健康

＜表１＞東三河地域における主な観光レクリエーション資源・施設
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＜表２＞「24 プラン」における主な取組

平成 25年 11月 「B-1グランプリ in豊川」開催（豊川市）
平成 25年 11月～ 「新城ラリー」メイン会場を新城総合公園に変更（新城市）

平成 26年 10月 「蔵王山展望台」リニューアルオープン（田原市）

平成 26年 11月～ 「全国ご当地うどんサミット」開催（蒲郡市）

平成 27年 3月 道の駅「もっくる新城」オープン（新城市）

平成 27年 4月 「奥三河パワートレイル」開催（新城市、設楽町、東栄町、豊根村）

平成 27年 4月 道の駅「豊根グリーンポート宮嶋」リニューアルオープン（豊根村）

平成 27年 10月 「三遠南信食の祭典」開催（豊根村）

平成 27年 12月 東京・浅草「まるごとにっぽん」へのアンテナショップ出展（豊橋市）
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（２）観光統計から見た東三河観光

ア 観光入込客数の推移

〈図１・２〉

○ 平成 27年の東三河地域の観光入込客数は、23,158千人。平成 24年から 3年間で 2,240
千人、約 11％の増加となっている。
〇 近隣の観光地と比較すると、飛騨地域の約 2倍の規模であるが、一方で、遠州地域に
対して 8割程度の規模となっている。
〇 各地域とも平成 25年に増加しているが、愛知県においては「B-1グランプリ in豊川」
の開催が影響しているものと考えられる。

〇 県全体に占めるシェアは、概ね 15％程度で推移しているが、平成 27年度は 15.8％ま
で上昇している。新東名開通を見越した道の駅等の施設整備が増加の要因となっている。

※１ 愛知県「愛知県観光レクリエーション利用者統計」による。

※２ 静岡県「静岡県観光交流の動向」から浜松市、湖西市、磐田市、袋井市、森町を合計し集計。

※３ 岐阜県「岐阜県観光入込客統計調査」による。飛騨地域：高山市、飛騨市、下呂市、白川村
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イ 宿泊者数の推移及び外国人宿泊者

〈図３・４・５〉

○ 平成 27年の東三河地域の宿泊者は、1,999千人。平成 24年から 3年間で 287 千人、
約 17％の増加となっている。
○ 順調に増加しているが、近隣の主要観光地である飛騨地域の 2分の 1程度の規模にと
どまっている。

○ 外国人宿泊者の増加が最大の要因となっている。東三河地域の宿泊者数は県全体の

14％前後で推移している。一方で、東三河地域の外国人宿泊者数は、平成 24年の 8.7％
から平成 27年の 14.3％と大きく伸びている。
〇 東三河地域は主要な観光地のゴールデンルート上に位置していることから、特に、豊

橋市、豊川市、蒲郡市の外国人宿泊者数が大幅に伸びている。

〈図６-１・６-２〉
○ 愛知県の外国人宿泊者数の伸び率は、全宿泊者数の伸び率を上回っており、特に平成

26年以降は中国人宿泊者数が大幅に伸びている。

※１ 愛知県東三河総局調査による。 

※２ 静岡県「静岡県観光交流の動向」から浜松市、湖西市、磐田市、袋井市、森町を合計し集計。 

※３ 岐阜県「岐阜県観光入込客統計調査」による推計値（実宿泊者数及び平均宿泊数より推計）。飛騨地域：高山市、飛騨市、下呂市、

白川村

※４ 観光庁「宿泊旅行統計調査」による（従業員数 10 人以上の施設）。
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※１ 愛知県東三河総局調査による。 

※２ 観光庁「宿泊旅行統計調査」による（従業員数 10 人以上の施設）。 

※３ 外国人宿泊者の内数。
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＜図６-１＞愛知県における外国人宿泊者数及び中国人宿泊者数の推移※2
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ウ 観光ボランティアガイド数

〈図７〉

○ 東三河地域の観光ボランティアガイド数は 158人（H28.1月末現在）※１となり、平成
27年度で計画期間が終了した 24プランの目標であった 180人には到達しなかった。
  愛知県全体の観光ボランティアガイド数は 2,063人※１で、県民 3,627人※２に一人の割

合であるのに対し、東三河地域では 4,794人に一人の割合であり、ボランティアガイド
活動の裾野は、拡大する余地がまだあると考えられる。

  なお、H28.4時点では、新城市において「設楽ヶ原ボランティアガイドの会」（会員数
19名）が発足したことにより、177人となっている。

エ 道の駅の売上額

〈図８〉

〇 東三河地域に所在する主な道の駅※３の年間売上額合計は、1,300百万円程度で推移し
ていたが、平成 27年度は前年度から 446百万円増となる 1,737百万円と大きく伸びて
いる。

  平成 27年度に道の駅「もっくる新城」がオープンしたこと及び道の駅「豊根グリーン
ポート宮嶋」がリニューアルオープンしたことによる影響が大きいが、他の道の駅でも

売上額が伸びている。

※１ 観光ボランティアガイド組織に属する観光ボランティアガイド数 

   （東三河分：愛知県東三河総局調査、愛知県分：愛知県観光協会提供資料） 

※２ 平成 27 年国勢調査人口による。 

※３ 併設する地域振興施設内の売上額を市町村が把握している道の駅。 

   鳳来三河三石、つくで手作り村、もっくる新城（新城市）、田原めっくんはうす、あかばねロコステーション（田原市）、 

   つぐ高原グリーンパーク、アグリステーションなぐら（設楽町）、豊根グリーンポート宮嶋（豊根村）の 8施設。
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オ 新東名高速道路開通による影響

〇 新東名愛知県区間の開通により、既に開通している新東名静岡県区間や新名神高速道

路等とともに、関東～中部～関西の移動時間の大幅な短縮や渋滞緩和等の効果が生まれ

た。

○ 新東名愛知県区間の開通後 11カ月間の新東名・東名高速道路の渋滞状況は、前年同時
期の 381回から 26回へと約 9割減少した※１。

○ 奥三河地域への日帰り圏域（圏域人口）が約 2.1倍に拡大する等の影響が生まれ、県
外からの来訪者数も増加した※２。

  また、新東名・東名高速道路を合わせたお盆期間※３の交通量は、約 13万台と前年同
時期に比べ約 17％増加したが、渋滞回数は 22回から 2回と大幅に減少した※４。

 中日本高速道路株式会社 平成 28年 8月 17日発表資料より抜粋

※１ 新東名（愛知県）開通効果検討会議 平成 29年 2月 10日記者発表
※２ 新東名（愛知県）開通効果検討会議 平成 28年 8月 5日記者発表
※３ 平成 28年 8月 6日（土）～8月 16日（火） 比較対象は平成 27年 8月 8日（土）～8月 18日（火）
※４ 中日本高速道路株式会社 平成 28年 8月 17日記者発表
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２ 課題

 「１ 東三河の観光の現状」を踏まえると、東三河の観光振興において重点的に取り組む

べき課題は、以下のとおりと考えられる。

① 新東名開通による変化への対応 

  新東名開通による時間短縮や渋滞緩和効果によって、自動車を利用した観光客の更な

る増加が期待される。

  効果的なプロモーション展開やサービスの提供を実現するために、観光客の行動の変

化を的確に捉え、ターゲットとなる消費者を絞り込むことが求められている。

② 観光客数の増加を収益に結び付ける取組の充実 

24プランの数値目標のうち、東三河地域の観光入込客数と宿泊者数については目標を
概ね達成した。次の段階では観光客の増加を収益に結び付ける取組が求められる。観光

客の消費動向を把握し、滞在時間の増加、他のスポットへの誘導、リピーター増加等に

向けた取組を検討する必要がある。

③ 観光客をおもてなしするマンパワーやインフラの不足への対応 

24プランの数値目標のうち、観光ボランティアガイドの数については、目標に到達し
なかった。引き続き人材育成に取り組んで行く必要がある。更に、観光案内所や道の駅

などにおける案内業務の充実、学生など若い世代の参加に向けた働きかけ、観光人材を

支援する環境の充実等にも取り組んでいく必要がある。

  また、道路、駐車場、トイレ、Wi-Fi設備等、観光客が利用するインフラも依然とし
て不足しており、既存のインフラの有効活用も含め、対応を検討する必要がある。

④ 海外からの誘客強化 

  国内の生産年齢人口の減少に伴い国内需要が縮小していく一方、インバウンド市場は

拡大している。

  東三河は、東京から京都・大阪を結ぶゴールデンルート上に位置しており、このルー

トを移動する外国人観光客の宿泊や飲食は増加しているが、域内を周遊する外国人観光

客は少ない。

  このため、多言語による案内などの受入体制整備や、より広域的に連携した取り組み

による誘客、周遊への誘導が必要となっている。
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Ⅲ 取組体系及び目標  

１ 取組体系（２つの方針と６つの主な取組）

  前述のような課題認識のもと、東三河の広域観光を推進する取組を次のとおり整理し

た。

〔２つの方針と６の主な取組〕 

 １ 新東名インパクトの検証と活用 

  （１）新東名インパクトの検証 

  （２）新東名により変化する観光客の動きへの対応 

  （３）新東名開通効果のＰＲ 

 ２ 観光に関わる基盤の整備と活用 

  （１）サービスの質を向上し「稼ぐ力」を創出 

  （２）観光案内の質の向上・人材の育成 

  （３）基盤・施設の整備促進
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【観光入込客数】 

＜現状＞(H27)    約 480 万人（約 21％）増加  ＜目標＞(H31) 

 ２３，１５８千人                 ２８，０００千人 

【道の駅の売上額】 

＜現状＞（H27 年度） 約 2.6 億円（約 15％）増加  ＜目標＞（H31 年度） 

 １，７３７百万円                  ２，０００百万円 

【宿泊者数】 

＜現状＞(H27)    約 70 万人（約 35％）増加   ＜目標＞(H31) 

 １，９９９千人                   ２，７００千人 

２ 目標

（１）目標設定の考え方

〇 今後迎える本格的な人口減少社会の到来に伴い、国内の観光交流人口の大幅な拡大は

難しいと言われているが、当地域においては、新東名開通による日帰り圏域の拡大等、

新たな交流人口獲得の好機が到来している。本プランにおいても、引き続き観光客、宿

泊者の増加に向けた取組に力を入れていく。このため、24 プランの目標のうち、観光入

込客数と宿泊者数については、本プランにおいても引き続き目標に掲げる。

〇 さらに、本プランでは、観光客数の増加を収益に結び付ける取組にも力を入れていく

ことから、地域内の観光消費の動向を把握できる指標が必要となる。

  東三河の観光地は、公共交通によるアクセスが不便な所が多く、車による観光が一般

的である。

  道の駅は、休憩、現地での情報収集、食事、土産物の購入など車で旅行する観光客に

とって必要な機能を集約した施設であり、利用頻度が高い。

  したがって、道の駅の売上額は、東三河を旅行する観光客の消費動向に本プランの取

組が与える影響の測定に適した指標であり、その推移を把握することにより、地域内の

観光消費の動向をある程度把握することができると考えられることから、目標に掲げる

こととする。

（２）目標

 目標１ 観光入込客数の増加  

   観光交流人口の拡大を図るため、東三河地域の「観光入込客数」を指標として、現

状から約 480 万人の増加を目指す。 

目標２ 宿泊者数の増加  

   観光交流人口の拡大を図るため、東三河地域の「宿泊者数」を指標として、現状か

ら約 70 万人の増加を目指す。

目標３ 道の駅の売上額の増加 

   観光消費額の増加を図るため、東三河地域の「道の駅（下記の 8 施設）の売上額」

を指標として、現状から約 2.6 億円の増加を目指す。

  ※ 併設する地域振興施設内の売上額を市町村が把握している道の駅。 

    鳳来三河三石、つくで手作り村、もっくる新城（新城市）、田原めっくんはうす、あかばねロコステーション（田原市）、 

    つぐ高原グリーンパーク、アグリステーションなぐら（設楽町）、豊根グリーンポート宮嶋（豊根村）の 8施設。
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Ⅳ 主な取組内容  

１ 新東名インパクトの検証と活用

（１）新東名インパクトの検証

〇 新東名の開通効果については、道路管理者である NEXCO 中日本が調査・分析を行っ

ているが、交通量の把握を基本としており、高速道路を利用して東三河に来訪する観光

客の行動の変化については、十分な検証が行われていない。

〇 このため、ビックデータ※1 を活用して新東名開通前後の観光客の行動パターンの変化

等を分析し、新東名開通インパクトの実態を把握する。

〇 併せて、各観光施設等で実施されている来訪者アンケート等を活用し、東三河地域の

観光に関するデータの収集・調査結果の情報共有等を図る。

〔工程表〕

取組内容 主な取組主体 
実施年度 

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

①新東名開通インパクトの検証 

・開通インパクト影響調査の実施 県、市町村 

②観光に関するデータの収集 

・来訪者アンケート等を活用したデ

ータの収集・共有・活用 
県、市町村、観

光関係団体、経

済関係団体、民

間事業者等 

※１ 典型的なデータベースソフトウェアが把握し、蓄積し、運用し、分析できる能力を超えたサイズのデータを指す。

H28 先導事業  

・新東名開通効果検証事業(県) 

・新東名開通効果の検証 

・来訪者アンケート、交通量調査、ナンバー調
査等の実施 

・各観光主体による来訪者アンケート調査等の
共通項目検討、調査結果の情報共有 

・調査結果の分析・活用の検討 
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（２）新東名開通により変化する観光客の動きへの対応

〇 新東名開通による時間短縮・渋滞緩和等の効果により、観光客の滞在時間や旅程に変

化が生じている。名古屋圏において、東三河は宿泊型の観光地として認識されることも

あったが、開通後は、「行きたいと思った時に何度でも行ける」観光地として選択される

ケースも増えることが予想される。新東名開通インパクトの検証結果等からこうした変

化を的確に捉え、対応することで、大きな効果が期待できる。

〇 年齢、性別、嗜好、アクセス方法等の属性により観光客のニーズは異なる。新東名開

通後の新たな観光動態を分析することでニーズの変化を的確に捉え、魅力的なコンテン

ツを創りだすとともに、新たな観光ルートの検討や既存の観光ルートの見直し等周遊性

の強化を図ることにより、観光客の増加と滞在時間の拡大を図る。 

〔工程表〕 

取組内容 主な取組主体 
実施年度 

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

①変化する観光客の動きに対応し

た観光コンテンツの充実

・新東名開通効果を活かした観光サ

ービスや周遊ルートの検討・見直

し 

県、市町村、観

光関係団体、経

済関係団体、民

間事業者、医療

関係団体、東三

河ジオパーク構

想推進準備会 

・重点資源である「食」・「花」・「炎」

を核とした観光の推進 

民間事業者、観

光関係団体、経

済関係団体、農

林水産業関係団

体、広域連合、

食農産業クラス

タ ー 推 進 協 議

会、県、市町村 

※１ あいちの都市・農村交流ガイド：食と緑の基本計画及び各地域推進プランに位置づけられた「農山漁村の地域資源」

や「農と山と海の幸体験モデルルート」を収集し、都市と農山漁村の交流を推進することを目的としたデータベース。

http://www.pref.aichi.jp/nogyo-shinko/aichiguide/index.html  

・自然環境を活かしたエコツーリズム、森林観

光、グリーンツーリズム及びベイツーリズム

の推進

・東三河の魅力を満載したウォーキングやハイ

キング、サイクリングコースの設定・充実

・JR 飯田線、名鉄西尾・蒲郡線等の鉄道網を

活用したツアー造成などの周遊促進策の実

施

・自動車産業観光の推進（東三河広域経済連合

会）

・ヘルスケアツーリズム等におけるラグーナテ

ンボスとの連携（東三河広域経済連合会）

・山城、史跡の案内表示の充実など愛好家の来

訪を促す環境整備

・公共施設等を活用したインフラツーリズム実

施の検討

・ダム建設ツアーの実施（設楽町）

・「山の日」イベントの開催（東栄町、豊根村）

・ジオサイト調査とジオツアーの実施（東三河

ジオパーク構想推進準備会）

・｢あいちの都市・農村交流ガイド※１｣により、

地域資源や体験モデルルートを紹介（県）

・ご当地グルメ観光の推進

・６次産業化等による魅力ある特産品等の開発

・四季や毎月の花の魅力を活かした観光の推進

・手筒花火を始めとした炎の魅力を核にしたイ

ベントの開催

・花のまち豊橋プロモーション事業（豊橋市）

・あいち花フェスタの開催（豊橋市、田原市、

県）
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取組内容 主な取組主体 
実施年度 

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

・観光施設の整備 県、市町村、観

光関係団体、経

済関係団体、民

間事業者 

②広域的な周遊性の強化 

・ドライブ客の周遊促進 市町村、観光関

係団体、民間事

業者 

・大規模集客施設を拠点とした周遊

促進 

民間事業者、観

光関係団体、市

町村 

・圏域を越えた広域観光連携の推進 観 光 関 係 団 体

（ 市 町 村 と 連

携・推進）、民間

事業者、GOGO 三

河湾協議会、鳥

羽伊良湖航路活

性化協議会、三

遠南信地域連携

ビジョン推進会

議、愛知・長野

県境域開発協議

会、市町村、県 

・東海道二川宿でおもてなし事業（豊橋市）

・のんほいパーク魅力創造事業（豊橋市）

・旅籠大橋屋保存整備事業（豊川市）

・赤塚山公園改築事業（豊川市）

・平和公園（仮称）整備事業（豊川市）

・竹島水族館耐震・リニューアル工事（蒲郡市）

・桜渕公園再整備事業（新城市）

・サーフスポットの整備（田原市）

・歴史民俗資料館（仮称）整備（設楽町）

・きららの森整備事業（設楽町）

・観光スポット整備事業（東栄町）

・観光・交流拠点施設の整備充実（豊根村）

・海陽ヨットハーバーの機能強化（県）

・道の駅や高速道路のサービスエリア・パーキ

ングエリア、観光案内所等における観光案内

等の充実

・県内他地域、伊勢志摩、遠州、南信州等隣接

地域との連携促進

・大河ドラマ「おんな城主直虎」を契機とした

連携促進

・武将観光や三河湾観光に取り組む西三河地域

など隣接圏域との連携促進

・伊勢神宮への参拝者を東三河で周遊・宿泊さ

せる仕組みづくり

・GOGO 三河湾事業（蒲郡市、田原市）

・鳥羽伊良湖広域観光推進（田原市）

・日本遺産登録に向けた取組（三遠南信地域連

携ビジョン推進会議）

・大規模集客施設を拠点とした周遊コースの設

定及び観光スポットの案内充実化
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（３）新東名開通効果の PR
〇 新東名開通により、東三河への所要時間が大幅に短縮され、渋滞緩和等運転者の負担

も軽減された。とりわけ、尾張、西三河の住民にとっては、思いついた時に足を運べる

エリアとして、これまで遠く感じていた東三河を身近に感じてもらう好機であることか

ら、東三河に「速く楽に行ける」ようになったことを積極的に情報発信する。

〇 地域外に対して東三河の観光情報を発信する機会は限られている。「速く楽に行ける」

ようになったことを印象付けるためには、東三河の観光振興に関わる主体がバラバラに

情報発信するのではなく、情報を絞り込み、統一した情報発信が有効である。そこで、

（１）の調査結果も踏まえながら、新東名開通効果を活かした広域観光ルートやサービ

ス内容、情報発信の切り口等の再検討等を実施し、その結果を反映させながら、東三河

が一体となって積極的にプロモーションを展開していく。また、サービスの質の向上を

通じて、リピーターの獲得に力を入れていく。

〔工程表〕 

取組内容 主な取組主体 
実施年度 

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

①地域外に向けた PR の実施 

・地域外（東京圏・名古屋圏等）に

向けた PR 活動の充実 

県、市町村、広

域連合、観光関

係団体、農林水

産団体、経済関

係団体 

地域外（東京圏・名古屋圏等）での

観光展・物産展の開催 

観光関係団体、

農 林 水 産 団 体

（県・市町村と

連携・推進）、市

町村、広域連合、

県 

・東京圏在住の東三河地域出身者と

の連携 

県、市町村、広

域連合 

・ＩＣＴを活用した情報発信力の強

化 

県、市町村、広

域連合、観光関

係団体、経済関

係団体、民間事

業者 

・観光振興、特産品の販路拡大、交流居住等の

ＰＲ活動を行う手法の検討・実施 

・豊橋市プロモーションビデオの活用（豊橋市）

・首都圏プロモーション事業（豊川市） 

・国内外観光プロモーション事業（蒲郡市） 

・観光プロモーション事業（新城市） 

・シティセールス推進事業（田原市） 

・首都圏活動推進事業（田原市） 

・名古屋圏に向けた新東名効果の PR（県） 

・東京圏モニターツアーの実施（県） 

・「ほの国東三河応援倶楽部」等と連携して、

首都圏在住の東三河地域出身者が U ターン

するための仕組みづくりと PR 活動を一体的

に促進（豊橋市） 

・県人会等の組織を活用した PR 活動の実施 

・地元出身の観光大使による PR 活動 

・ホームページ、ＳＮＳ、スマートフォンアプ

リ等ＩＣＴによる効果的な情報発信の展開 

・動画等による効果的な情報発信の展開 

・観光展・物産展等によるプロモーション実施 

・東三河産農産物のＰＲ等 

・首都圏におけるアンテナショップの運営（豊橋市）

・東三河ブランドショップの推進（広域連合） 

H28 先導事業  

・東三河ブランドショップ実証実

験(東三河広域連合) 

H28 先導事業  

・東三河魅力発信事業(東三河広

域連合) 



16 

取組内容 主な取組主体 
実施年度 

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

②東三河が一体となった PR の実施 

・地域が連携・協力し、一体となっ

たプロモーション活動の展開 

県、市町村、広

域連合、観光関

係団体、経済関

係団体、民間事

業者 

・地域外の視点も踏まえた PR 素材

の絞り込みと情報発信 
県、市町村、広

域連合、観光関

係団体、経済関

係団体、大学、

民間事業者等 

・知名度の高い既存ブランドを活用

した PR 活動の検討・実施

県、市町村、広

域連合、観光関

係団体、経済関

係団体、民間事

業者等 

・パンフレットやチラシなどの各種

プロモーションツールの体裁の

共通化検討 

市町村、広域連

合、観光関係団

体 

・地域のネットワークを活かした情

報発信力の強化 

観光関係団体、

農業関係団体、

民間事業者、市

町村 

・効果的なメディア戦略の推進 県、市町村、広

域連合、観光関

係団体、民間事

業者 

③リピーターの獲得に向けた取組 

・オフシーズンの魅力の発掘及び発

信 

県、市町村、広

域連合、観光関

係団体、経済関

係団体、民間事

業者、NPO 等

・対象を宿泊客に絞った観光コンテ

ンツの開発とＰＲの展開 

県、市町村、広

域連合、観光関

係団体、経済関

係団体、民間事

業者、NPO 等

・大都市圏等におけるアンケート調査や体験型

イベントの実施 

・在住外国人・留学生等との連携による情報発

信及びアンケート調査の実施 

・ターゲットを明確にしたキャッチコピー等の

検討 

・JR 飯田線等の鉄道網を活用した PR の検討・

実施 

・東三河の文化・芸術・歴史等の PR 手法の磨

き上げ 

・手筒花火や花祭等伝統文化を活かしたツアー

企画 

・豊橋駅、豊川稲荷、JR 飯田線等の知名度を

活かした、東三河の位置情報の発信方法に関

する検討 

・関係機関相互の連携・協力による観光情報の

充実・発信及び共同プロモーションの実施 

・旅行会社・マスコミ・雑誌社等の招聘、観光

展等の出展

・各種大会・イベントの広報掲載協力 

・メディアの関心を惹きつける地域資源を活か

した取り組みの検討 

・検討、ツールの更新に合わせて段階的に共通

化 

・宿泊客用の観光パンフレット等作成 

・近隣地域の地元メディア等を活用した魅力発

信 

・歴史遺産等オフシーズンでも楽しめる観光資

源を活用したコンテンツの開発・PR 

・武将観光の推進（県） 
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２ 観光に関わる基盤の整備と活用

（１）サービスの質を向上し「稼ぐ力」を創出

〇 東三河を訪れる観光客の滞在時間は短く、観光消費を高めていくことが課題となって

いる。 

  そのために、滞在の長期化や周遊性の向上に向けた取組とあわせて、積極的にサービ

スの質を向上し、収益性を高める取り組みを進めて行く必要がある。 

〇 歴史文化等の地域資源が集積する強みを活かした歴史探訪、産業遺構等の資源を活か

した産業観光や豊かな自然を活かしたグリーンツーリズム、健康志向に対応したヘルス

ツーリズム等、テーマ性が強く人や自然とのふれあいや体験的要素のあるコンテンツを

活かして、付加価値の高い着地型観光商品を開発していく。 

〇 収益性の向上には、優良顧客の獲得が求められることから、宿泊者を対象としたプロ

モーションに力を入れていく。 

〔工程表〕

取組内容 主な取組主体 
実施年度 

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

①新たな観光スタイルの創出に向

けた取組の推進 

・クルーズ船寄港地観光の検討 市町村、観光関

係団体、経済関

係団体、民間事

業者等 

・飯田線を活用した観光振興 経済関係団体、

民間事業者、観

光関係団体 

・ロケツーリズムの推進 観光団体、経済

関係団体、民間

事業者、市町村、

県 

②体験型観光の推進 

・体験型観光の推進 県、市町村、観

光関係団体、経

済関係団体、民

間事業者等 

・スポーツツーリズムの推進 県、市町村、観

光関係団体、経

済関係団体、民

間事業者等 

※１ 「Do Outdoor Sports」の略。

・体験プログラムや周遊ツアープログラムの検

討

・本格的スポーツ大会の育成及び大会と合わせ

た特産品販売や観光情報の発信等を通じた

大会の出場者や観戦者の周遊を促す仕組み

の検討

・セーリング世界大会の誘致・開催（蒲郡市）

・ＤＯＳ※1事業の推進（新城市）

・スポーツ雪合戦等の新たなウィンタースポー

ツによる茶臼山の振興（豊根村）

・飯田線プロジェクトの推進（東三河広域経済

連合会）

・ロケ誘致と連携したロケ地観光の推進

・ロケ地マップ・ガイドの作成やタイアップイ

ベント、ロケ地グルメ等の検討

・地域の魅力を活かした体験型観光の創出・推

進（参考：表３「東三河地域における主な体

験型観光」）
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取組内容 主な取組主体 
実施年度 

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

・自転車を活用した観光振興 県、市町村、観

光関係団体、経

済関係団体、民

間事業者等 

・スポーツ大会の連携強化 市町村、主催団

体、県 

③イベント・コンベンション等を活

用した観光の推進 

・イベント・コンベンション等の誘

致促進 

観 光 関 係 団 体

（ 市 町 村 と 連

携・推進）、経済

関係団体 

・愛知デスティネーションキャンペ

ーン（あいち DC）を活用した誘客

愛知県大型観光

キャンペーン実

施協議会、県、

市町村、観光関

係団体、経済関

係団体、民間事

業者 

・県民の森での各種イベント等の開

催 

(公財)愛知公園

協 会 （ 県 と 連

携・推進） 

・文化芸術による創造的な地域の魅

力づくりの推進 

住 民 ・ 地 域 団

体・ＮＰＯ・文

化芸術団体・経

済 関 係 団 体

（県・市町村と

連携・推進） 

④多様な活動を通じた魅力発信 

・ロケ誘致による東三河の魅力発信 観光関係団体、

経済関係団体、

民間事業者、県、

市町村 

・特産品を通じた情報発信 市町村、経済関

係団体、農業関

係団体、観光関

係団体 

・イベント・コンベンションの誘致促進に向け

た支援サービスの実施及び観光情報の提供

・会場選択、会議運営等に対する支援サービス

・イベント・コンベンション開催時の観光情報

の提供やエクスカーション実施への協力

・イベント・コンベンション開催後における、

観光情報を継続して発信する仕組みづくり

の検討

・文化芸術を基軸としたイベント開催

・地域伝統芸能全国大会を通じた魅力発信 

・アートによるまちの魅力発信事業（豊橋市）

・文化ホール公演事業（豊川市）

・伝統芸能支援事業（豊川市）

・無形民俗文化財伝承支援事業（豊川市）

・くらふとフェア蒲郡事業（蒲郡市）

・花祭、チェンソーアート競技大会等の開催（東

栄町）

・特産品のインターネット販売の促進

・東三河の選りすぐりの特産品をインターネッ

トで販売（豊橋お土産・特産品ショップ「え

えじゃないか通販」の販売品目拡大）

・チャレンジとよかわ活性化事業（豊川市） 

・販路開拓支援事業（豊川市）

・「ほの国東三河ロケ応援団」等による誘致促

進や、作品の舞台となった地域の魅力を作品

や付随するプロモーション活動に合わせて

情報発信

・「愛知県ロケ地情報データベース」による情

報発信

・あいち DC 開催に向けた検討 

・プレキャンペーンの検討・実施 

・アフターキャンペーンの検討・実施 

・宣伝プロモーションの検討・実施

・奥三河マラソンシリーズの実施（新城市、東

栄町、豊根村、県）

・サイクリングイベントの開催
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取組内容 主な取組主体 
実施年度 

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

・農林水産物を利用した新商品開発

や販路拡大機会の提供 

県、市町村、経

済関係団体、農

業関係団体、民

間事業者 

・ご当地キャラクターを活用した東

三河の魅力発信 

市町村、観光関

係団体、経済関

係団体、民間事

業者、ＮＰＯ 

・海外からの誘客強化 県、市町村、観

光関係団体、経

済関係団体、民

間事業者 

・ＩＣＴを活用した情報発信力の強

化（再掲） 

県、市町村、広

域連合、観光関

係団体、経済関

係団体、民間事

業者 

・商談会やコンテスト等の開催による新商品開

発や販路拡大機会の提供 

・農林水産物のトップセールスの実施 

・のんほいルロット新城軽トラ市やまちなかマ

ルシェ等の定期的開催 

・奥三河 STT48 プロジェクトの推進 

・県農林水産物や農林漁業者の取組の掘り起こ

し

・地域の特色を活かした水産業の振興 

・農産品販路開拓ブランド力向上事業（蒲郡市）

・ご当地キャラクターの魅力を相互に活用する

プロモーション活動の展開

・「昇龍道プロジェクト」との連携推進

・三遠南信・伊勢志摩広域観光交流連携協議会

での外国人観光客誘致に向けたプロモーシ

ョン活動の展開

・岡崎・蒲郡インバウンド協議会での外国人観

光客誘致に向けたプロモーション活動の展

開

・「中部広域観光推進協議会」や「東海地区外

国人観光客誘致促進協議会」での海外プロモ

ーションや招せい事業等への参加

・各種広報媒体の多言語化

・海外での旅行博覧会等でのプロモーション実

施（蒲郡市観光協会）

・ホームページ、ＳＮＳ、スマートフォンアプ

リ等ＩＣＴによる効果的な情報発信の展開 

・動画等による効果的な情報発信の展開
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豊橋市

・路面電車「市電」（運転体験） 

・豊橋総合動植物公園（スポーツレーシングカー

ト体験、セグウェイ体験、動物ふれあい体験、

動物エサやり体験） 

・二川本陣資料館（着物着付け体験） 

・豊橋市地下資源館（プラネタリウム） 

・表浜海岸（地引網） 

・フルーツ狩り（柿） 

・豊橋筆づくり体験

田原市

・フルーツ狩り(イチゴ、メロン、ブルーベリー)

・田原まつり会館（凧作り教室） 

・サンテパルク田原（ウィンナー作りなど） 

・シェルマよしご（吉胡貝塚資料館）（火おこし、

弓矢、まが玉づくり、貝アクセサリーづくり）

・みかわ de オンパク（サーフィン体験など） 

・潮干狩り 

・表浜海岸（地引網）

豊川市

・豊川稲荷（ガイドツアー） 

・三河国分尼寺跡史跡公園（ガイドツアー） 

・東海道御油・赤坂宿（ガイドツアー） 

・牛久保寺町（ガイドツアー） 

・戦国武将「牧野一族」の軌跡（ガイドツアー）

・砥鹿神社（里宮）（ガイドツアー） 

・赤塚山公園アニアニまある（動物ふれあい） 

・ジオスペース館（プラネタリウム） 

・パターゴルフ（御幸浜・柏木浜） 

・ちくわ作り体験

設楽町

・鮎釣り、アマゴ釣り 

・つぐ高原グリーンパーク、奥三河総合センター

（星空観察） 

・きららの森原生林（自然観察） 

・神田こんにゃく村（こんにゃく作り） 

・田峯地区（ガイド付き歴史の里田峯散策） 

・木と革 aoyama（小物作り体験） 

・工房もしかしたら（木製ランプシェード作り体験）

・津具地区（トマトもぎとり体験） 

・沖駒地区（メープルシロップ採取） 

・名倉地区（米作り体験） 

蒲郡市

・フルーツ狩り（みかん、いちご、ぶどう、メロン)

・竹島水族館（さわりんプール、アシカショー）

・生命の海科学館（ワークショップ体験・サイエ

ンスショー） 

・竹島クラフトセンター（手織体験） 

・竹島（ガイドツアー） 

・みかわ de オンパク（ヨットクルーズなど） 

・潮干狩り

東栄町

・naori（手作りコスメ体験） 

・千代姫荘（五平餅作り、そば打ち、シルクフラ

ワー作りなど） 

・スターフォーレスト御園（星空観察、プラネタ

リウム） 

・のき山学校（手作りピザ、和太鼓、木工など）

新城市

・やまびこの丘（農業体験、そば打ちなど） 

・つくで手作り村（こんにゃく、五平餅作り、山

菜取り、農業体験など） 

・観光ヤナ（鮎掴み取り） 

・川売地区（梅選定体験、収穫加工体験） 

豊根村

・川遊び、トレッキング、カヤッキング 

・フルーツ狩り（ブルーベリー） 

・茶臼山（星空観察） 

・グリーンステージ花の木（竹細工、炭焼など）

・とみやまの里（ロバと歩くウォーキング） 

・大入の郷（アマゴ掴み取り、鮎釣り） 

・三沢高原いこいの里（農産物加工体験）

＜表３＞東三河地域における主な体験型観光
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（２）観光案内の質の向上・人材の育成

〇 新東名開通を契機として増加が期待される観光客に対応するため、観光案内業務の体

制強化に向けた取組を進めて行く必要がある。 

〇 観光客を呼び込むだけではなく、観光客の満足度向上のため、現地での情報発信や受

入体制の充実・整備の取組を推進する。

〇 案内業務等サービスの質を向上させ、観光客の満足度にも繋がる「ふれあい」や「お

もてなし」の実現のため、地域の歴史文化を始めとした知識の習得のための講座実施等、

観光客の多様なニーズに応えられる人材の育成・確保に向けた取組を推進する。 

〇 将来的にマーケティング、マネジメントを重視した観光地経営を進めることができる

専門人材の確保や、専門知識を有する人材の育成を検討していく。 

〔工程表〕

取組内容 主な取組主体 
実施年度 

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

①観光地域づくりの中心となる組

織基盤の充実 

・DMO※1の設立と運営 県、市町村、広

域連合、観光関

係団体、経済関

係団体、民間事

業者等

②案内業務等の強化に向けた検討 

・観光を担う人材の確保・育成 観 光 関 係 団 体

（県・市町村と

連携推進）、民間

事業者 

・観光先進地域との協力体制の構築 観 光 関 係 団 体

（市町村と連携

推進） 

・海外からの誘客強化に向けた受入

環境づくり 

県、市町村、観

光関係団体、経

済関係団体、民

間事業者 

・観光客への現地での情報提供の充

実 

観 光 関 係 団 体

（県、市町村と

連携）、民間事業

者等 

※１ 「Destination Management/Marketing Organization」の略。地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに、地域への

誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視点に立った観光地域づくりを行う推進体制で、具体的には、地域において、

様々な資源を組み合わせた観光地の一体的なブランドづくり、ウェブ、SNS 等を活用した情報発信・プロモーショ

ン、効果的なマーケティング、戦略策定等を行う。

・県内観光事業者との連携による観光情報の多

言語表示、カード決済機能の拡充など受入体

制充実に向けた検討 

・奥三河 DMO（仮称）の設立・運営 

・東三河地域での DMO の設立に向けた検討 

・観光先進地域や専門家等から学ぶ講座の開催

・おもてなし環境の整備・機運の盛り上げ 

・観光協会や観光案内所の機能強化 

・観光案内所等での発信情報の検討 

・観光パンフレットの内容検討 

・隙間時間活用や旬な体験の情報発信の検討 
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取組内容 主な取組主体 
実施年度 

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

③観光ボランティアの担い手拡大

や観光ガイドへの支援

・研修会等を通じたボランティアガ

イド等の観光人材の育成 

県、市町村、観

光関係団体 

・観光ガイドへの支援 観 光 関 係 団 体

（県、市町村と

連携）、経済関係

団体、NPO 等

・地域住民を含めた地域全体でおも

てなしを実現するための検定試

験等の実施 

市町村、蒲郡市

観光ビジョン推

進委員会、観光

関係団体 

・観光ガイド組織の立ち上げ支援の検討 

・観光ガイドの育成支援に関する検討 

・おもてなし人材育成事業（豊川市） 

・「蒲郡観光交流おもてなしコンシェルジュ」

検定試験の実施（蒲郡市観光ビジョン推進委

員会） 

・観光ボランティア養成講座の開催 
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（３）基盤・施設の整備促進

〇 新東名開通により増加する観光客に対応するには、交通インフラや案内施設等の観光

基盤整備を進めるとともに、交通インフラや案内施設等の既存インフラの効率的運用を

図って行く必要がある。 

〇 東三河地域では、三遠南信自動車道などの高規格幹線道路や名豊道路などの地域高規

格道路の整備が進みつつあるが、東三河を広域観光エリアとして周遊性を高めていくた

めには、エリア内を快適・便利に移動できる道路インフラをネットワーク化することが

重要である。このため、三遠南信自動車道や名豊道路の早期供用を図り、浜松三ヶ日・

豊橋道路の早期実現に向けて国に働きかけるとともに、山間地域から渥美半島に至る東

三河地域が一体となるための東三河縦貫道路（国道 151 号、257 号、259 号等）や国道

420 号、473 号等の奥三河幹線道路（北設井桁幹線道路等）の整備を進め、交通ネットワ

ーク機能を強化していく。 

〇 周遊性を高めるため、地域特性や季節のニーズに応じた二次交通の充実強化に向けた

検討を行う。 

  さらに、地域の玄関でもあり情報提供等の拠点ともなる道の駅や観光案内所の機能向

上や連携、案内看板等の統一化の検討等、観光客の受入体制を整備・強化していく。 

〇 案内看板の多言語化等、外国人観光客の受け入れ態勢の整備を進めるとともに、海外

にも広く伝わる情報発信施策を展開していく。 

〔工程表〕 

取組内容 主な取組主体 
実施年度 

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

①東三河南北軸等交通ネットワー

クの強化 

・三遠南信自動車道の早期供用に向

けた国への働きかけ 

県、市町村、経

済関係団体 

・名豊道路の早期供用に向けた国へ

の働きかけ

県、市町村、経

済関係団体 

・浜松三ヶ日・豊橋道路の早期実現

に向けた国への働きかけ 

県、市町村、経

済関係団体 

・東三河縦貫道路の整備促進 県    

・奥三河幹線道路の整備促進 県    

②公共交通の運行形態の見直しや 

二次交通の充実に向けた検討 

・公共交通の運行形態の見直し 県、市町村、観

光関係団体、民

間事業者 
・運行ダイヤの接続やイベント時の臨時車両運

行等の検討、事業者への働きかけ

・東海道新幹線における「ひかり号」の豊橋駅

への停車列車の増便への働きかけ

・新城～名古屋間往復高速バス運行事業（新城

市）
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取組内容 主な取組主体 
実施年度 

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

・二次交通の充実強化に向けた検討 県、市町村、観

光関係団体、民

間事業者 

③観光施設や観光案内施設の整備 

・観光案内所・道の駅・案内看板等

の観光案内施設の充実 

県、市町村、観

光関係団体、民

間事業者 

・案内看板の表示の共通化による効

果の検証 

県、市町村、観

光関係団体 

・外国人観光客に対応する観光施設

や情報発信の多言語化 

県、市町村、観

光関係団体、民

間事業者 

・インターネット環境の利便性向上 県、市町村、観

光関係団体、経

済関係団体、民

間事業者等 

・道路、街路樹等の環境美化 県、市町村、地

域団体、ＮＰＯ、

住民 

④公共交通網等を活用した周遊観

光の促進 

・鉄道網を活用した周遊促進 観 光 関 係 団 体

（ 市 町 村 と 連

携・推進）、民間

事業者、名鉄西

尾・蒲郡線活性

化協議会 

・鳥羽伊良湖航路を利用した観光商

品づくりや船旅の魅力の情報発

信

GOGO 三河湾協議

会、鳥羽伊良湖

航路活性化協議

会、観光関係団

体（市町村と連

携・推進）、民間

事業者 

・観光案内所、道の駅等のネットワーク化の検

討

・案内情報の整理・多言語化

・観光案内のワンストップ化に向けた検討

・道の駅の高質化

・「道の駅」の整備（豊橋市、田原市、設楽町、

東栄町）

・新城 IC 周辺へ案内看板設置（新城市）

・表示の共通化による効果の検証

・レンタサイクル、サイクルトレインの導入に

向けた検討、事業者への働きかけ

・公共交通ネットワーク形成事業（豊橋市）

・レンタサイクル整備（蒲郡市）

・観光二次交通検討事業（新城市）

・自転車活用の環境整備（田原市）

・JR 飯田線、名鉄西尾・蒲郡線等を活かした

ツアー造成などの周遊促進策の実施

・名鉄西尾・蒲郡線利用促進事業（蒲郡市）

・日本政府観光局（JNTO）認定外国人観光案

内所の認定取得に向けた検討

・多言語での対応・情報発信

・インバウンド倍増事業（豊橋市）

・インバウンド対策事業（豊川市）

・蒲郡市観光協会の多言語 HP のブラッシュア

ップの実施（蒲郡市）

・GOGO 三河湾事業（蒲郡市、田原市）

・鳥羽伊良湖広域観光推進（田原市）

・道路環境の整備

・景観整備の推進

・無料公衆無線 LAN の整備促進
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Ⅴ 推進体制等について 

１ 推進体制

  工程表に明記した各主体が、それぞれの強みを活かした取組を着実に推進していく。 

  あわせて、東三河全域の観光振興を推進する官民共同組織である「愛知県東三河広域

観光協議会※」が核となり、県や市町村、各種取組主体と連携・協力しながら、推進プラ

ン全般の先導的役割を発揮し各取り組み間相互の調整を図ることで、取り組み効果を高

めるとともに、実効性を確保していく。 

※ 愛知県東三河の各市町村の行政、観光関係団体、商工会議所・商工会等が連携して、各地域が保有する観光資源・地域資源を活

用し、観光誘致を図ることを目的として平成 10年 4月に設立された団体

２ 推進プランの進捗状況の把握及び見直しについて

「愛知県東三河広域観光協議会」、県、市町村、東三河広域連合が連携・協力しながら、

毎年度、推進プランに基づいて実施する取組の進捗状況の把握及び評価を実施し、東三

河ビジョン協議会へ報告していく。 

東三河ビジョン協議会においては、社会・経済環境の変化を踏まえて随時ローリング

を行うなど、推進プランを柔軟に見直していく。 

 【推進イメージ】 

Ｈ２９       Ｈ３０       Ｈ３１ 

＜愛知県東三河広域観光協議会、 

県、市町村、東三河広域連合＞ 

各取組間相互の調整、推進プランの進捗状況の把握・評価 

県 

＜東三河ビジョン協議会＞ 

社会・経済環境の変化を踏まえた推進プランの見直し 

毎年度報告

市町村、東三河広域連合 

経済関係団体、観光関係団体等 

大学 

民間事業者、ＮＰＯ等 

推進プラン

に基づく 

取組の実施

広

域

観

光

の

新

展

開 
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Ⅵ 平成 28年度先導事業  

１ 新東名開通効果検証事業 （愛知県事業）

  新東名愛知県区間の開通が東三河を訪れる観光客の行動に与えた影響を、ビックデー

タを活用して分析・検証し、客観的なデータとして新東名開通を契機とした広域観光施

策検討のための基礎資料を収集する。 

 【対象地域】 

   東三河全域、市町村、東三河の主な観光スポット 

 【調査内容】 

   対象地域を訪問する観光客の動態を、以下の分析軸により集計・分析する。 

・来訪者の特徴（性年代・発地） 

・旅程 

・交通手段 

・宿泊地 

・周遊ルート 

・滞在時間 

・時間帯別流入出状況 

・交通結節点利用状況 

２ 東三河ブランドショップ実証実験 （東三河広域連合事業）

  平成 27 年度に実施した「アンテナショップ実現可能性調査」で東三河の目指すべきア

ンテナショップモデルとして示した「ブランドショップ」の有効性を図るため、観光地

である浅草のまるごとにっぽんと、オフィス街と観光のゲートウェイである東京丸の内

の東京シティアイにて実証実験を行った。 

  具体的には、バーチャル手筒花火体験、セリサイト（絹雲母）を使ったミネラルファ

ンデーションづくり、東三河の農産物を材料とした調理体験、東三河特産品の物産展な

どを行い、東三河のブランド力向上やファンの獲得といった「ブランドショップ」の各

種要素を検証した。 

【実施期間】 

  ・まるごとにっぽん 

   平成 28 年 12 月 1 日（木）から 12 月 4 日（日）まで 

  ・東京シティアイ 

   平成 29 年 1 月 12 日（木）から 1月 15 日（日）まで 

 【実施結果】 

   東三河の事業者が直接首都圏の消費者に接したことで、自

らの商品に対する気づきの場になった。試食や積極的な声かけ

などコミュニケーションの重要性が分かった。 

   東三河を知らなかった方に、イベント等を通じてその魅力

を知ってもらうこと、こだわりが詰まった上質感ある商品展開

を図りファンを獲得していくことが、誘客の促進、地域ブラン

ドの創出に繋がっていくと確認できた。 

（バーチャル手筒花火体験）

（ミネラルファンデーションづくり）
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３ 東三河魅力発信事業 （東三河広域連合事業）

  大都市圏などの人々に東三河の魅力を、インパクトのあるビジュアルとキャッチコピ

ーで伝え、東三河への来訪意欲の向上に繋げるため、『観たことない。食べたことない。

行ったことない。』をテーマとした東三河観光ＰＲポスターを掲出した。 

 【掲出期間】 

  ・JR 東京駅 東西線連絡通路 

  ・JR 名古屋駅 改札内 

  ・JR 金山駅 改札内 

   平成 28 年 6 月 20 日（月）から 7月 10 日（日）まで 

   平成 28 年 9 月 5 日（月）から 9月 25 日（日）まで 

  ・東三河地域内の鉄道駅、道の駅、公共施設、観光地など 132 箇所 

   平成 28 年 4 月 1 日（金）から平成 29 年 3 月 31 日（金）まで 

 【実施結果】 

   「行ったことない。」のビジュアルである「手作りコスメティック体験」では、体験

の参加者が増え、そのうち、２割弱の方がポスターなどを見て参加しており、ポスタ

ーの掲出が東三河への来訪に繋がった。 

（東京駅 東西線連絡通路）
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Ⅶ 参考資料 

 １ 策定経緯 

 （１）平成 28 年度の東三河ビジョン協議会等の開催状況 

年 月 日 主な内容 

H28. 6. 1 第１回 観光ワーキング 

H28. 7. 1 第１回 東三河ビジョン協議会 企画委員会（以下「企画委員会」） 

・ 将来ビジョン及び主要プロジェクト推進プラン（平成 25・26 年度策

定）の進捗状況について 

・ 平成 24年度策定主要プロジェクト推進プラン「～広域観光の推進～」

の目標達成状況と主な取組結果について 

・ 主要プロジェクト推進プラン（平成 28 年度「新東名インパクトを活

かした地域振興～広域観光の新展開～」）の骨子案について 

H28. 7.29 第１回 東三河ビジョン協議会 

・ 将来ビジョン及び主要プロジェクト推進プラン（平成 25・26 年度策

定）の進捗状況について 

・ 平成 24年度策定主要プロジェクト推進プラン「～広域観光の推進～」

の目標達成状況と主な取組結果について 

・ 主要プロジェクト推進プラン（平成 28 年度「新東名インパクトを活

かした地域振興～広域観光の新展開～」）の骨子案について 

H28.11. 9 第２回 観光ワーキング 

H28.11.17 第２回 企画委員会 

・ 平成 28 年度主要プロジェクト推進プランの中間とりまとめ(案)につ

いて 

H28.12.26 第２回 東三河ビジョン協議会 

・ 平成 28 年度主要プロジェクト推進プランの中間とりまとめ(案)につ

いて 

H28. 1.19～2.17 パブリックコメント 

・ 東三河振興ビジョン「主要プロジェクト推進プラン」中間とりまとめ

に対する意見の募集 

H29. 3. 3 第３回 企画委員会 

・ 県民意見募集の結果について 

・ 平成 28 年度主要プロジェクト推進プランの最終とりまとめについて

・ 平成 28 年度主要プロジェクト推進プランのテーマ候補について 

H29. 3.21 第４回 企画委員会 

・ 平成 28 年度主要プロジェクト推進プラン(案)について 

・ 平成 29 年度主要プロジェクト推進プランのテーマ(案)について 

H29. 3.28 第３回 東三河ビジョン協議会 

・ 平成 28 年度主要プロジェクト推進プラン(案)について 

・ 平成 29 年度主要プロジェクト推進プランのテーマ(案)について 

※ 観光ワーキング参加機関 
・豊橋市、豊川市、蒲郡市、新城市、田原市、設楽町、東栄町、豊根村、愛知県 
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 （２）パブリックコメント

推進プランの中間とりまとめに対する意見の募集(パブリックコメント)を実施 

募集期間 平成 29 年１月 19 日から平成 29 年２月 17 日まで 

意見募集の周知方法 

県政記者クラブ・豊橋市政記者クラブへの記者発表 

愛知県等のホームページへの掲載 

東三河県庁（東三河総局）・東三河８市町村・東三河広域連合等での

閲覧 

意見募集の結果 
意見の提出者数： ７人 

意見の件数： ７件 


